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1 調査実施の概要 

（１）調査の目的 

市町村においては、子ども・子育て支援法において国が示す基本指針に即して５年を一

期とする「市町村子ども・子育て支援事業計画」を定める事とされており、その計画の中

では、教育・保育、地域子ども・子育て支援事業の量の見込み並びにそれに対応する提供

体制の確保の内容及び実施時期について定める事とされています。 

現在、本市においても平成２７年度を始期とする下野市子ども・子育て支援事業計画（子

育て応援 しもつけっ子プラン）を基に事業を実施していますが、この計画期間が平成３

１（２０１９）年度に終了する事から、新たに平成３２（２０２０）年度を始期とした第

２期下野市子ども・子育て支援事業計画の策定が必要となります。 

本調査は、現在の教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の利用状況と今後の利用

希望等を把握し、子ども・子育てを取り巻く環境について課題の整理等を行いつつ、第２

期計画の策定を行うために必要となる基礎資料を得る事を目的に実施しました。 

（２）実施概要 

➀ 調査対象・方法等 

就学前児童保護者 

調査対象者 下野市内在住の就学前児童を持つ保護者 

調査件数 1,400件（住民基本台帳より無作為抽出） 

調査方法 往復郵送による配布回収・留置記入方式 

  

小学生児童保護者 

調査対象者 下野市内在住の小学生児童を持つ保護者 

調査件数 
600件（市内各小学校の児童数に応じて、住民基

本台帳より無作為抽出） 

調査方法 学校を通じて配布回収・留置記入方式 

➁ 調査概要 

家庭等の子育て環境、保護者の就労状況、定期的な教育・保育事業の現状・利用意向、

地域の子育て事業の現状・利用意向、育児休業の現状・利用意向など 

➂ 調査期間 

平成３０年１１月末発送・１２月２５日締切り 

（３）回収結果 

 配布件数 回収件数 回収率 

就学前児童保護者 1,400件  940件  67.1％  

小学生児童保護者 600件  553件  92.2％  

総計 2,000件  1,493件  74.7％  
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2 報告書をみるにあたっての注意点 

 図表中の「n」は、その設問の有効回答者数を示しています。 

 図表中の「Ｎ」は、その設問の回答総数を示しています。 

 文中・図表中の「SA」は、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）です。 

 文中・図表中の「MA」は、複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）

です。 

 文中・図表中の「数量回答」は、日数や時間を数値記入で回答したものです。 

 構成比（％）の数値については小数２位以下を四捨五入しているため、内訳を合計して

も 100％に合致しない場合があります。また、複数回答は構成割合が対象者に対する割

合となっているため、合計が 100％になりません。（回答総数 Nを母数とする場合の合計

は 100％です） 

 図表中「不明・無回答」とあるものは、回答が示されていない、または、回答の判別が

困難なものです。 

 就学前児童の年齢・小学生の学年定義は、ニーズ調査において誕生日の年月を回答して

いるため、下表の年齢・学年区分により集計を行いました。 

 

年齢表記 調査時年齢 回答生年月 

０歳 ０～１歳  平成２９（２０１７）年４月以降 

１歳 １～２歳  平成２８（２０１６）年４月 ～ 平成２９（２０１７）年３月 

２歳 ２～３歳  平成２７（２０１５）年４月 ～ 平成２８（２０１６）年３月 

３歳 ３～４歳  平成２６（２０１４）年４月 ～ 平成２７（２０１５）年３月 

４歳 ４～５歳  平成２５（２０１３）年４月 ～ 平成２６（２０１４）年３月 

５歳 ５～６歳  平成２４（２０１２）年４月 ～ 平成２５（２０１３）年３月 

 

学年表記 調査時年齢 回答生年月 

小学１年生 ６～７歳  平成２３（２０１１）年４月 ～ 平成２４（２０１２）年３月 

小学２年生 ７～８歳  平成２２（２０１０）年４月 ～ 平成２３（２０１１）年３月 

小学３年生 ８～９歳  平成２１（２００９）年４月 ～ 平成２２（２０１０）年３月 

小学４年生 ９～１０歳  平成２０（２００８）年４月 ～ 平成２１（２００９）年３月 

小学５年生 １０～１１歳  平成１９（２００７）年４月 ～ 平成２０（２００８）年３月 

小学６年生 １１～１２歳  平成１８（２００６）年４月 ～ 平成１９（２００７）年３月 

 

 本文・図表中の「前回調査」とは、平成２５年に実施した「下野市子育て支援ニーズ調

査」（配布数 2,000件、回収率 76.7％）のことを指します。 

 就学前児童保護者調査結果の回収件数は 940件で、有効件数は 928件となります。 

 小学生児童保護者調査結果の回収件数は 553件で、有効件数は 550件となります。 
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第 1 章 

 就学前児童調査結果 
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 １ お子さんとご家族の状況について 

問 1 お子さんの生年月をご記入ください。（数量回答） 

年齢は「０歳」（20.9％）の割合が最も多く、次いで「３歳」（17.1％）、「５歳」（17.0％）と

なっています。また、「２歳」（13.2％）が最も少ない割合となっています。 

【年齢（基準日：平成３０年４月１日）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１-１ 宛名のお子さんを含めて子どもは何人ですか。また、末子の方の生年月をご記入くだ

さい。(数量回答)  

子どもの人数は「２人」（51.8％）が半数を占めており、「１人」（25.7％）、「３人」（19.3％）

となっています。 

末子の年齢は、「０歳」（29.3％）の割合が最も多くなっています。 
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問 2 この調査票にご回答いただく方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。

（SA） 

調査回答者は、「母親」（91.8％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 3 この調査票にご回答いただく方の配偶関係についてお答えください。（SA） 

「配偶者がいる」（96.3％）となっています。 
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問 4 お子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた

関係でお答えください。（SA） 

主に子育てを行っている方は、「父母ともに」（49.7％）と「主に母親」（49.0％）で大半を占

めています。 

前回調査と比較して、回答の傾向に変化はありません。 

児童の年齢別では、3歳児の保護者が「父母ともに」の割合がやや高く（60.2％）なっていま

す。 

家族類型別では、両親ともにフルタイムの共働き家族が「父母ともに」の割合がやや高く

（59.8％）なっています。 
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問 5 お住まいの小学校区はどちらですか。（SA） 

居住している小学校区は、「国分寺小学校」（18.9％）が最も多く、次いで「古山小学校」（15.9％）、

「薬師寺小学校」（13.5％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校名 通学区域 

薬師寺小学校 

下原、一丁目、二丁目、三丁目、四丁目、五丁目、六丁目、日生団地、成田、

町田上、町田下、谷地賀上、谷地賀下（箕輪地区を除く）、下文狭、東田中、

西田中、地久目喜、仁良川上、仁良川下の各自治会区域 

吉田東小学校 
本吉田北、本吉田南、塚越、磯部、川島、上吉田、三王山、鯉沼、谷地賀下（箕

輪地区に限る）の各自治会区域 

吉田西小学校 絹板、絹板台、台坪山、的場、上坪山、東根、西坪山の各自治会区域 

祇󠄀園小学校 
祇󠄀園町、西区、自治医大職員住宅の各自治会区域、祇󠄀園一丁目から祇󠄀園五丁目

までの区域、医大前一丁目から医大前四丁目までの区域 

緑小学校 緑一丁目から緑六丁目、烏ヶ森一丁目、二丁目、小金井上町（ＪＲ宇都宮線東側） 

石橋小学校 
石橋上町、寿町、石町、旭町、本町、栄町、上大領、中大領、東前原、下大領、

入の谷、下石橋、富士見町、グンゼ、ビレッジハウスの各自治会区域 

古山小学校 下古山、通古山、下長田、石橋上町、第２雇用団地の各自治会区域 

細谷小学校 上台、細谷、橋本の各自治会区域 

石橋北小学校 上古山、上原、若林の各自治会区域 

国分寺小学校 
駅前、仲町、小金井上町（ＪＲ宇都宮線西側）、関根井、小金井北、笹原、箕輪、

川東、泉町、鈴苅町、川北、川南、下町の各自治会区域 

国分寺西小学校 川西、南国分、国分１、国分２、国分３、紫の各自治会区域 

国分寺東小学校 
柴南１、柴南２、柴南３、柴南４、柴南５、柴南６、あづま町、旭ケ丘、日出

町、柴北１、柴北２、柴北３、柴北４、丸野町、駅東の各自治会区域 
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 ２ 子どもの育ちをめぐる環境について 

問 6 お子さんの子育て（教育を含む）に日常的に関わっている方はどなた（施設）ですか。（MA） 

日常的に子育てに関わっている方（施設含む）は、「父母ともに」（55.5％）が最も多く、次い

で「母親」（35.7％）、「認定こども園」（28.1％）、「祖父母」（22.3％）となっています。 

前回調査に比べ、幼稚園が 15.4ポイント減り、認定こども園が 23.6ポイント増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 7 お子さんの子育て（教育を含む）にもっとも影響すると思われる環境は何だと思いますか。（MA） 

子育てに影響を与える環境は、「家庭」（94.5％）が最も多く、次いで「認定こども園」（33.2％）、

「幼稚園」（28.3％）、「保育所」（22.4％）となっています。 
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問 8 日ごろ、お子さんをみてもらえる親族・知人はいますか。（MA） 

主な協力者の状況は「緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる」（60.5％）

が最も多く、次いで「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」（30.7％）となっています。 
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問 8-1 問 8 で「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」「緊急時もしくは用事の際には祖父

母等の親族にみてもらえる」と回答された方に伺います。お子さんをみてもらっている状

況についてお答えください。（MA） 

➀ 祖父母等の親族にみてもらえる方 

祖父母等の親族に子どもをみてもらうことに対しては「身体的・精神的な負担や時間的制約を

心配することなく、安心して子どもをみてもらえる」（68.3％）が最も多く、次いで「自分たち

親の立場として、負担をかけていることが心苦しい」（27.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➁ 友人・知人にみてもらえる方 

友人・知人に子どもをみてもらうことに対しては「身体的・精神的な負担や時間的制約を心配

することなく、安心して子どもをみてもらえる」（52.0％）が最も多く、次いで「自分たち親の

立場として、負担をかけていることが心苦しい」（37.0％）となっています。 
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問 9 お子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。または、

相談できる場所はありますか。（SA） 

気軽に相談できる人の有無は、ほとんどの方が「いる/ある」（86.6％）と答えています。 

前回調査と回答の傾向に変化はありません。 

子どもの年齢別では、いずれの年齢でも「いる/ある」が８割以上を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 9-1 問 9 で「いる/ある」と回答された方へ伺います。気軽に相談できる先は、誰（どこ）

ですか。（MA） 

相談できる相手としては「祖父母等の親族」（88.2％）が最も多く、次いで「友人や知人」（81.9％）、

「幼稚園・保育所・認定こども園等」（47.1％）となっています。 
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 ３ お子さんの保護者の就労状況について 

問 10 お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従業者含む）を伺います。（SA） 

母親は「以前は就労していたが、現在は就労していない」（31.6％）が最も多く、次いで「フ

ルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」（26.0％）、「パート・アルバイト

等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」（24.9％）となっています。 

父親は「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」（95.6％）が最も多

く、次いで「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」（0.6％）、

「フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である」（0.2％）となっています。 

「フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である」は、１歳児の母親が最も多

く、31.9％となっています。 
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問 10-1 問 10 で「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」「フルタイ

ムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である」「パート・アルバイト等で就労し

ており、産休・育休・介護休業中ではない」「パート・アルバイト等で就労しているが、産

休・育休・介護休業中である」を回答した方に伺います。週当たりの「就労日数」、1 日当

たりの就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。（数量回答） 

就労日数は、１週当たり５日が最も多く、母親は 66.8％、父親は 62.3％となっています。次

いで、母親は１週当たり４日が 13.7％、父親は１週当たり６日が 27.7％となっています。 

就労時間は、母親は１日当たり８時間が最も多く 32.6％、父親は１日当たり１０時間以上が

最も多く 52.0％となっています。次いで、母親は１日当たり６時間が 15.5％、７時間が 14.0％、

父親は１日当たり８時間が 28.5％、９時間が 12.6％となっています。 
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問 10-2 問 10 で「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」「フルタイ

ムで就労しているが、産休、育休・介護休業中である」「パート・アルバイト等で就労し

ており、産休・育休・介護休業中ではない」「パート・アルバイト等で就労しているが、産

休・育休・介護休業中である」を回答した方に伺います。家を出る時刻と帰宅時刻をお答

えください。（数量回答） 

家を出る時刻は、母親は「８時台」（48.7％）が最も多く、次いで「７時台」（32.9％）、「９時

台」（10.9％）となっています。父親は「７時台」（48.3％）が最も多く、次いで「８時台」（19.7％）、

「６時台」（16.1％）となっています。 

帰宅時刻は、母親は「１８時台」（30.3％）が最も多く、次いで「１７時台」（21.8％）、「１９

時台」（12.7％）となっています。父親は「２０時台」（19.7％）が最も多く、次いで「１９時台」

（18.4％）、「２１時台」（16.2％）となっています。 
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問 11 問 10で「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」「パ

ート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である」を回答した方に

伺います。フルタイムへの転換希望はありますか。（SA） 

母親のパート・アルバイトからフルタイムへの転換希望は、「パート・アルバイト等の就労を

続けることを希望」（58.3％）が最も多く、フルタイムへの転換を希望する方は 37.0％います。

実現できる見込みのある方は 9.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

父親の就労希望は、「パート・アルバイト等就労を続けることを希望」（40.0％）が最も多く、

次いで「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがない」（20.0％）となっています。 
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問 12 問 10 で「以前は就労していたが、現在は就労していない」「これまで就労したことがな

い」を回答した方に伺います。就労したいという希望はありますか。（数量回答） 

➀ 母親 

就労していない母親の今後の就労希望は、就労したい方が 54.0％おり、その内訳は「１年よ

り先」（32.6％）、「すぐにでも、もしくは一年以内に就労したい」（21.4％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12選択肢中・一番下の子が何歳になったころに就労したいですか。（数量回答） 

１年より先の就労時期は一番下の子の年齢が、「１～３歳になったころ」（46.5％）が最も多く、

次いで「６～８歳になったころ」（24.2％）、「４～５歳になったころ」（21.2％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12選択肢中・希望する就労形態は何ですか。 

希望する就労形態は「パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）」（48.2％）、「フルタイム」

（5.5％）となっています。 
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問 12選択肢中・希望する就労日数・就労時間は何ですか。（数量回答） 

➀ 母親 

母親の希望する就労日数は「４日」（19.5％）が最も多く、次いで「３日」（18.9％）、「５日」

（14.0％）となっています。 

就労時間は「４～５時間」（40.9％）が最も多く、次いで「６～７時間」（11.0％）となってい

ます。 

【母親】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➁ 父親 

就労していない、あるいは就労したことがない父親は 1名でしたが、「すぐにでも、もしくは

1年以内に就労したい」と回答されています。 

また、フルタイムでの就労を希望しています。 
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 ４ お子さんの平日の定期的な教育・保育の利用状況について 

問 13 お子さんは現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育事業」を利用されていま

すか。（SA） 

定期的な教育・保育事業の利用状況は、「利用している」（70.3％）が最も多くなっています。 

年齢別では、４歳が最も利用して（96.7％）おり、次いで３歳（94.4％）、５歳（93.1％）と

なっています。 

家族類型別では、「どちらかがパート・アルバイトの共働き」（88.4％）が最も利用しており、

次いで、「ひとり親」（82.8％）、「両親ともにフルタイムの共働き」（70.7％）となっています。 
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問 13-1 問 13で「利用している」を回答した方に伺います。お子さんは、平日どのような教育・

保育事業を利用していますか。年間を通じて「定期的に」利用している事業をお答えくだ

さい。（MA） 

利用中の事業は、「認定こども園（１号）」（26.1％）が最も多く、次いで「認定こども園（２

号・３号）」（24.8％）、「幼稚園」（22.7％）と「認可保育所」（22.7％）となっています。 

年齢別では、０歳と１歳が「認可保育所」（40％以上）で最も多くなっていますが、３歳以上

では「幼稚園」や「認定こども園」の利用比率が高くなっています。 

家族類型別では、「認可保育所」の利用が最も高いのは「ひとり親」（37.5％）や「両親ともに

フルタイムの共働き」（37.0％）、「どちらか在宅」では「認定こども園（１号）」（56.5％）が高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

認定こども園（１号）：満３歳以上の就学前の子ども（２号認定を除く）を対象とした施設 

認定こども園（２号・３号）：０歳から就学前の子どもで保護者の就労や疾病等により、保育を

必要とする子どもを対象とした施設 

＜クロス集計＞ 
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問 13-2 問 13で「利用している」を回答した方に伺います。平日に定期的に利用している教育・

保育事業について、どのくらい利用していますか。また、希望としてはどのくらい利用し

たいですか。1 週当たりの利用日数、1 日当たりの利用時間と時間帯（何時から何時まで

か）をお答えください。（数量回答） 

定期的な教育・保育事業の 1週当たりの利用日数は、「５日」が最も多くなっています。 

１日当たりの利用時間は、「５時間」が最も多く、次いで「６時間」となっており、「１０時間

以上」も見られます。 

利用開始時刻は「８時・９時台」で、終了時刻は「１４時台」、「１７時台」が多くなっていま

す。 
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定期的な教育・保育事業の 1週当たりの利用希望日数は、「５日」が最も多くなっています。 

１日当たりの利用時間は、「８時間」や「１０時間以上」が多く、幼稚園は現状より２時間多

く希望されています。 

利用開始時刻は「８時・９時台」で現状と同等ですが、終了時刻は幼稚園と認定こども園で現

状より１時間多い「１５時台」を希望されています。 
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問 13-3 問 13で「利用している」を回答した方に伺います。現在、利用している教育・保育事

業の実施場所はどこですか。下野市内を選ばれた方は施設名を、市外を選ばれた方は自治

体名をお書きください。（SA） 

幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育事業」を利用している方の実施場所は「下野市内」

（50.6％）が半数を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13-4 問 13で「利用している」を回答した方に伺います。平日に定期的に教育・保育事業を

利用されている理由について伺います。（MA） 

利用している理由は、「子どもの教育や発達のため」（72.2％）が最も多く、次いで「子育て（教

育を含む）をしている方が現在就労している」（53.1％）となっています。 
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利用している理由は、子どもの年齢別では、０歳と２歳は、「子育て（教育を含む）をしてい

る方が現在就労している」の割合が高く、１歳及び３歳以上になると「子どもの教育や発達のた

め」が半数を超えます。 

家庭類型別では、両親ともにフルタイム、どちらかがパート・アルバイトの共働き家庭が、「子

育て（教育を含む）をしている方が現在就労している」が多くなっています。 
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問 13-5 問 13で「利用していない」を回答した方に伺います。利用していない理由は何ですか。

（MA） 

幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育事業」を利用していない方の理由は、「利用する

必要がない」（58.3％）が最も多く、次いで「子どもがまだ小さいため」（46.8％）、「利用したい

が、教育・保育の事業に空きがない」（9.1％）となっています。 

また、「子どもがまだ小さいため」で、何歳くらいになったら利用したいかには、子どもの年

齢が「３歳」になったら（63.0％）が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13-5選択肢中・子どもが何歳くらいになったら利用したいと考えていますか。（数量回答） 
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問 14 現在、利用している、利用していないにかかわらず、お子さんの平日の教育・保育制度

として、「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。（MA） 

子どもの平日の教育・保育制度として定期的に利用したいと考える事業は、「認定こども園（１

号）」（18.8％）が最も多く、次いで「認定こども園（２・３号）」（17.8％）、「認可保育所」（17.0％）、

「幼稚園」（16.8％）、となっています。 

年齢別では、２歳から５歳で「認定こども園」の利用希望が高く（20％以上）、３歳から５歳

で「幼稚園」の利用希望が高く（20％以上）、１歳で「認可保育所」が高く（24.4％）なってい

ます。 

家族類型別では、「ひとり親」は「認可保育所」の利用希望が高い（31.0％）など、年齢別と

同様の傾向で「認定こども園」「認可保育所」「幼稚園」の利用希望が高く（20％以上）なってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認定こども園（１号）：満３歳以上の就学前の子ども（２号認定を除く）を対象とした施設 

認定こども園（２号・３号）：０歳から就学前の子どもで保護者の就労や疾病等により、保育を

必要とする子どもを対象とした施設 
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問 14-1 教育・保育事業を利用したい場所はどこですか。（SA） 

教育・保育事業を利用したい場所は、「下野市内」（87.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14-2 問 14 で「1.幼稚園（通常の就園時間の利用）」または「2.幼稚園の預かり保育」に○

をつけ、かつ 3～15にも○をつけた方にお伺いします。特に幼稚園（幼稚園の預かり保育

をあわせて利用する場合も含む）の利用を強く希望しますか。（SA） 

幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望する方は、「は

い」（69.1％）が半数を超えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 壬生町 21.3%
2 上三川町 19.1%
3 宇都宮市 12.8%
4 小山市 10.6%
5 真岡市 6.4%
6 鹿沼市 2.1%
7 石橋市 2.1%
8 筑西市 2.1%
9 栃木市 2.1%
10 野木町 2.1%
11 その他 6.4%
12 無回答 12.8%

「市外」の主な自治体 (n=47)
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問 15 現在、利用している、利用していないにかかわらず、お子さんの平日の教育・保育事業

を選ぶ際に、重視する点はどのようなことですか。（MA） 

平日の教育・保育事業を選ぶ際に重視する点は、「自宅の近く」（89.9％）が最も高く、次いで

「兄弟姉妹が通っている」（78.5％）、「園長・職員・スタッフ等の対応や園の印象がよい」（63.5％）

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

32



 

 

 

５ 保育園探しについて 

問 16 あなたは、お子さんを預けるため、この 1年間で保育施設探しを行いましたか。（SA） 

保育施設探しは、「すでに入所している」（49.5％）が最も多く、次いで「保育施設探しをして

いない」（29.8％）、「保育施設を探した・探している」（19.2％）となっています。 

子どもの年齢では、０歳・１歳が「保育施設を探した・探している」割合が高く、家庭類型で

は、両親ともにフルタイムで共働きの家庭が、「保育施設を探した・探している」割合が高くな

っています。 

前回調査に比べ、「保育施設を探した・探している」が 7.1ポイント増えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16-1 問 16で「保育施設を探した・探している」と回答した方にお伺いします。保育施設

探しの結果に満足していますか。（SA） 

「保育施設を探した・探している」を選択した方の保育施設探しの結果は、「満足（希望通り）」

（36.5％）が最も多く、次の「まあまあ満足（希望に近い）」（35.4％）と合わせて満足した方が

71.9％いる一方で、不満を抱いている方は 24.2％います。 
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問 16-2 問 16-1 で「やや不満（希望から遠い）」「不満（入所できなかった）」と回答した方に

お伺いします。保育施設探しの結果に不満を抱いている・希望通りにならなかったと感じ

ている理由は何ですか。（MA） 

保育施設探しの結果への不満の理由をみると、「希望した施設に入れなかった」（34.9％）が最

も多く、次いで「希望した時期に入園できない」（32.6％）、「自宅から遠い」（23.3％）となって

います。 

「その他」には、「ネットで手に入る情報が少なすぎる／なかなか予約がとれない／募集時期

を把握してなくて、すぎてしまった／エアコンがない、暑い日が心配／（合否の）通知が遅い」

などがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16-3 問 16で「保育施設探しはしていない」と回答した方にお伺いします。保育施設探しを

していない・探さなかった理由は何ですか。（SA） 

保育施設探しをしていない理由は、「教育施設に入園するつもりだから」（35.0％）が最も多く、

次いで「教育施設に入園し、教育施設の預かり保育も利用するつもりだから」（20.6％）、「自宅

で保育するつもりだから」（12.6％）となっています。 

「その他」には、「転勤で引っ越す可能性があるため／認定こども園（１号）に通っている／

幼稚園の延長保育で充分なので／まだ子供が小さいため」などがありました。 
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 ６ お子さんの地域の子育て支援事業の利用状況について 

問 17 お子さんは、現在、地域子育て支援センターを利用していますか。おおよその利用回数

（頻度）もご記入ください。（MA・数量回答） 

地域子育て支援拠点事業の利用状況は、「利用していない」（75.0％）が最も多く、次いで「地

域子育て支援センター」（20.8％）、「その他下野市で実施している同様のサービス」（1.5％）と

なっています。０歳児・１歳児の保護者は、地域子育て支援センターを利用している割合が３割

以上となっていますが、２～５歳児保護者は、２割以下となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他下野市で実施している同様のサービス（具体的な記載があった回答） 

０歳 
南河内児童館（３件）、児童館（２件）、つくし（2件）、ママトーク（２件）、薬師寺

コミュニティセンター、ファミリー・サポート・センター、リフレッシュ券で一時預かり 

１歳 南河内児童館、児童館（３件）、ゆりかご、みるく、つくし、未就園児教室 

２歳 
児童館（３件）、南河内児童館（２件）、小金井・駅西児童館、東児童館のひよこ教室、

さくらんぼ教室、親子教室 

３歳 南河内児童館（２件）、休日保育 

４歳 南河内児童館 

５歳 児童館（２件）、こばと園 
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地域子育て支援センターの１週当たりの利用は「１回」（20.7％）が最も多く、次いで「３回」

（5.7％）、「２回」（5.2％）となっています。１か月当たりの利用は「１回」（26.4％）が多く、

次いで「２回」・「３回」（14.5％）となっています。 

その他下野市で実施している同様のサービスは 1週当たりの利用は「１回」（13.0％）が多く、

１か月当たりの利用は「１回」（13.0％）が多くなっています。 
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問 18 地域子育て支援センターについて、今は利用していないが、できれば今後利用したい、

あるいは、利用回数を増やしたいと思いますか。おおよその利用回数（頻度）もご記入く

ださい。（SA・数量回答） 

地域子育て支援センターの利用は「新たに利用したり、利用回数を増やしたいとは思わない」

（69.3％）が最も多く、次いで「利用していないが、今後利用したい」（17.9％）、「すでに利用

しているが、今後利用回数を増やしたい」（7.8％）となっています。 

未利用者の希望利用回数は（１週当たり）は「１回」（45.2％）が最も多く、次いで「２回」

（17.3％）、「３回」（11.5％）となっています。 

既利用者が今後増やしたい利用回数（１週当たり）は「１回」（47.6％）が最も多く、次いで

「２回」（33.3％）、「３回」（9.5％）となっています。 
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問 19 下記の事業で知っているものや、これまで利用したことがあるもの、今後、利用したい

と思うものをお答えください。（MA） 

地域の子育て支援事業で「知っている」ものは「育児ママ・パパリフレッシュ利用券」（85.2％）

が最も多く、次いで「児童館」（84.8％）、「地域子育て支援センター（つくし・ゆりかご・みる

く）」（82.3％）となっています。 

「利用したことがある」ものは、「地域子育て支援センター（つくし・ゆりかご・みるく）」

（60.1％）が最も多く、次いで「児童館」（51.2％）、「母親（父親）学級、両親学級、育児学級」

（47.1％）となっています。 
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「今後利用したい」ものは、「児童館」（63.1％）が最も多く、次いで「保育所・幼稚園・認定

こども園等の園庭等の開放」（50.2％）、「育児ママ・パパリフレッシュ利用券」（49.1％）となっ

ています。 
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 ７ お子さんの土曜・休日や長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用希望について 

問 20 お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、それぞれで定期的な教育・保育事業の利

用希望はありますか（一時的な利用は除きます）。希望がある場合は、利用したい時間帯

をご記入ください。（SA・数量回答） 

土曜日の定期的な教育・保育事業は、「利用する必要はない」（65.4％）が最も多く、次いで「月

に 1～2回は利用したい」（25.4％）、「ほぼ毎週利用したい」（5.3％）となっています。 
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土曜日の定期的な教育・保育事業の希望開始時刻は、ほぼ毎週利用したい方の場合、「８時台」

（49.0％）が最も多く、次いで「７時台」（34.7％）、「９時台」（14.3％）となっています。 

希望終了時刻は、「１８時台」（38.8％）が最も多く、次いで「１７時台」（32.7％）、「１９時

台」（14.3％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用したい理由は「月に数回仕事が入るため」（66.9％）が最も多く、次いで「平日に済ませ

られない用事をまとめて済ませるため」（16.9％）、「息抜きのため」（8.9％）となっています。 
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日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業は、「利用する必要はない」（77.3％）が最も多く、次

いで「月に 1～2 回は利用したい」（17.6％）、「ほぼ毎週利用したい」（1.5％）となっています。 
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日曜日・祝日の定期的な教育・保育事業の希望開始時刻は、ほぼ毎週利用したい方の場合、「８

時台」（42.9％）が最も多く、次いで「７時台」（35.7％）、「９時台」（14.3％）となっています。 

希望終了時刻は、「１７時台」と「１８時台」が最も多く（28.6％）、次いで「１９時台」（14.3％）

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用したい理由は「月に数回仕事が入るため」（68.1％）が最も多く、次いで「息抜きのため」

（14.1％）、「平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため」（12.9％）となっています。 
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問 21 教育施設を利用している方にお伺いします。お子さんについて、夏休み・冬休みなど長

期休暇中の教育・保育施設の利用を希望しますか。希望がある場合は、利用したい時間帯

をご記入ください。（SA・数量回答） 

長期の休暇期間中の教育・保育事業は、「休みの期間中、ほぼ毎日利用したい」（33.6％）が最

も多く、次いで「休みの期間中、週に数日利用したい」（23.5％）、「利用する必要はない」（20.7％）

となっています。 
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長期の休暇期間中の希望開始時刻は、ほぼ毎日利用したい場合で、「８時台」（53.9％）が最も

多く、次いで「７時台」（22.2％）、「９時台（20.6％）となっています。 

希望終了時刻は、「１８時台」（35.4％）が最も多く、次いで「１７時台」（30.5％）、「１６時

台」（14.0％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用したい理由は「週に数回仕事が入るため」（66.7％）が最も多く、次いで「買物などの用

事をまとめて済ませるため」（39.2％）、「息抜きのため」（37.9％）、となっています。 
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 ８ お子さんの病気の際の対応について 

問 22 この 1 年間に、お子さんが病気やケガで普段利用している教育・保育施設が利用できな

かったことはありますか。（SA） 

児童が病気やケガで普段利用している教育・保育施設が「利用できなかったことがあった」保

護者の方は 45.0％います。 

年齢別では、４歳で「利用できなかったことがあった」が最も多く（57.9％）、次いで３歳が

55.9％、５歳が 55.6％となっています。 

家族類型別では、「どちらかがパート・アルバイトの共働き」の家族が「利用できなかったこ

とがあった」が最も多く（57.0％）なっています。 
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問 22-1 この 1 年間に、お子さんが病気やケガで普段利用している教育・保育施設が利用で

きなかったとき、どのように対処しましたか。それぞれの日数もご記入ください。（MA・

数量回答） 

対処は、「母親が休んだ」（73.4％）が最も多く、次いで「（同居者を含む）親族・知人に子ど

もをみてもらった」（37.3％）、「父親が休んだ」（27.3％）となっています。 

それぞれの対処で、母親が休んだ日数は、「６～１０日」（22.5％）が最も多く、次いで「５日」

（17.9％）、「１日」（16.3％）となっています。父親が休んだ日数は「１日」（9.6％）と「６～

１０日」（9.6％）が最も多くなっています。 

ファミリー・サポート・センターを利用したのは２名でした。 

その他は１０名で、「病後児保育施設を利用した／インフルエンザだったが、父親もインフル

エンザになり仕事を休むことになったので父が対応した」などでした。 
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問 22-2 問 22-1 で「父親が休んだ」「母親が休んだ」を回答した方にお伺いします。その際、

「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思われましたか。日数もご

記入ください。（SA・数量回答） 

父親・母親が休んだ方で病児・病後児保育施設の利用は、「できれば病児・病後児保育施設を

利用したい」が 47.0％で、その利用日数は「５日」（21.5％）が最も多く、次いで「３日」（20.9％）、

「６～１０日」（19.6％）となっています。 
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 ９ お子さんの不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

問 23 お子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、親の通院、不定期

の就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。1年間の利用回数（おおよそ）

もご記入ください。（MA・数量回答） 

不定期の教育・保育事業等の利用状況は、「利用していない」（71.2％）が最も多く、次いで「一

時預かり」（13.8％）、「幼稚園の預かり保育」（13.5％）となっています。「その他」では、「職場

の保育室」などがありました。 

利用回数は、「５回以下」が最も多く、次いで「６～１０回」となっています。 
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年齢別では、０～２歳では「一時預かり」の利用割合が多く、３～５歳では「幼稚園の預かり

保育」が多くなっています。 

家族類型別では、「両親ともにフルタイムの共働き」の家族と「母親か父親のどちらかは在宅」

の家族で、「一時預かり」の利用割合が多くなっています。 
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問 24 お子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい事業を

利用する必要があると思いますか。利用希望の有無について選択し、必要な日数をご記入

ください。（SA・MA・数量回答） 

私用、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期の教育・保育施設や宿泊を伴う一時預かり等

の利用希望は、「利用する必要はない」（51.8％）が最も多く、「利用したい」は 44.5％でした。 

利用したい日数は、「５日以下」（67.6％）が最も多く、次いで「６～１０日」（49.6％）、 

「１１～２０日」（30.8％）でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの年齢別では、０歳～３歳では「利用する必要はない」が 50％以上を占めています。 

家族類型別では、「母親か父親のどちらかは在宅」の家庭で「利用したい」（51.2％）が最も多

くなっています。 
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「利用したい」の目的は「私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、リフレ

ッシュ目的」（72.2％）が最も多く、次いで「冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）

や親の通院等」（70.2％）となっています。 

必要な日数は、いずれも「５日以下」が最も多くなっています。 
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年齢別では、０歳、１歳では「私用」での利用希望が多く、２～４歳では「冠婚葬祭」での利

用希望が多くなっています。 

家族類型別では、「ひとり親」家族と「両親ともにフルタイムの共働き」家族で「私用」での

利用が多く、「どちらかがパート・アルバイトの共働き」と「母親か父親のどちらかは在宅」家

族で、「冠婚葬祭」での利用希望が多くなっています。 
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問 25 この 1 年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気等）により、お子さんを

泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つか

らなかった場合も含みます）。あった場合は、この 1 年間の対処方法を選択し、それぞれ

の回数をご記入ください。（SA・MA・数量回答） 

保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気等）により、子どもを泊りがけで家族以外に預

けなければならないことが「あった」は 15.3％、「なかった」は 83.8％となっています。 

「あった」は、年齢別では２歳児の保護者がやや多く（24.2％）、家庭類型別ではひとり親家

庭がやや多く（17.2％）なっています。 
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対処方法は、「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」（80.5％）が最も多く、次いで「仕

方なく子どもを同行させた」（13.5％）、「認可外保育施設、ベビーシッター等を利用した」（2.3％）

となっています。 
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保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気等）により、子どもを泊りがけで家族以外に預

けなければならないことがあった方の泊数は、５泊以下が最も多くなっています。 
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 10 小学校入学後の過ごし方について 

問 26 お子さんについて、小学校入学後、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような

場所で過ごさせたいと思いますか。①小学校 1～3年生②小学校 4～6年生の両方について

あてはまる過ごし方を選択し、それぞれ希望する週当たり日数を数字でご記入ください。

また、「公立学童保育（放課後児童クラブ）」の場合には希望する時間も記入してください。

（MA、数量回答） 

（１）平成３１年度入学予定児（５歳児）の学童保育の利用意向 

➀小学校１～３年生 

小学校入学後の平日の放課後の過ごし方は、「自宅」（42.5％）が最も多く、次いで「公立学童

保育（放課後児童クラブ）」（38.8％）、「習い事（音楽、スポーツ、学習塾等）」（36.3％）となっ

ています。 

自宅や学童保育は、週に５日の利用希望が多く、それ以外は１～２日程度を希望しています。 

公立学童保育（放課後児童クラブ）の希望時間は、「１７時まで」（35.5％）が最も多く、次い

で「１８時まで」（33.9％）、「１９時まで」（22.6％）となっています。 
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➁小学校４～６年生 

小学校４～６年生になった時の平日の放課後の過ごし方は、「自宅」（40.6％）が最も多く、次

いで「習い事（音楽、スポーツ、学習塾等）」（34.4％）、「公立学童保育（放課後児童クラブ）」

（23.8％）となっています。 

自宅や学童保育は、週に５日の利用希望が多く、それ以外は１～３日程度を希望しています。 

公立学童保育（放課後児童クラブ）の希望時間は、「１８時まで」（34.2％）が最も多く、次い

で「１７時まで」（31.6％）、「１９時まで」（28.9％）となっています。 
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（２）０～５歳児すべての学童保育の利用意向 

➀小学校１～３年生 

小学校入学後の平日の放課後の過ごし方は、「習い事（音楽、スポーツ、学習塾等）」（46.7％）

が最も多く、次いで「自宅」（45.6％）、「公立学童保育（放課後児童クラブ）」（42.7％）となっ

ています。 

自宅や学童保育は、週に５日の利用希望が多く、それ以外は１～２日程度を希望しています。 

公立学童保育（放課後児童クラブ）の希望時間は、「１８時まで」（43.4％）が最も多く、次い

で「１７時まで」（28.5％）、「１９時まで」（18.4％）となっています。 
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➁小学校４～６年生 

小学校４～６年生になった時の平日の放課後の過ごし方は、「習い事（音楽、スポーツ、学習

塾等）」（48.2％）が最も多く、次いで「自宅」（47.6％）、「公立学童保育（放課後児童クラブ）」

（35.1％）となっています。 

自宅や学童保育は、週に５日の利用希望が多く、それ以外は１～２日程度を希望しています。 

公立学童保育（放課後児童クラブ）の希望時間は、「１８時まで」（44.5％）が最も多く、次い

で「１７時まで」（24.8％）、「１９時まで」（21.5％）となっています。 
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問 27 お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日や長期の休暇期間中（夏休み・冬休み）に公立

学童保育か民間の学童保育の利用希望はありますか。（MA） 

（１）平成３１年度入学予定児（５歳児）の土曜日、日曜日・祝日、長期休暇の学童保育の利用

意向 

小学校１～３年生、４～６年生ともに土曜日、日曜日・祝日では学童保育の「利用する必要が

ない」が最も多く 60％以上を占めていますが、長期休暇では「学童保育を利用したい」が小学

校１～３年生で公立・民間あわせて 62.5％、小学校４～６年生で同 47.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 27-1 問 27で「公立学童保育や民間の学童保育を利用したい」と答えた方に伺います。利用

したい時間帯をご記入ください。（数量回答） 

利用時間帯は、開始時間は、土曜日、日曜日・祝日、長期休暇ともに「８時」から、利用終了

時間は土曜日の小学校１～３年生は「１７時」まで、土曜日の小学校４～６年生と長期休暇は「１

８時」まで、日曜日・祝日は「１９時」までが最も多くなっています。 
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（２）０～５歳児すべての土曜日、日曜日・祝日、長期休暇の学童保育の利用意向 

小学校１～３年生、４～６年生ともに土曜日、日曜日・祝日では学童保育の「利用する必要が

ない」が最も多く 60％以上を占めていますが、長期休暇では「学童保育を利用したい」が小学

校１～３年生で公立・民間あわせて 71.9％、小学校４～６年生で同 66.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 27-1 問 27 で「公立学童保育や民間の学童保育を利用したい」と答えた方に伺います。利用し

たい時間帯をご記入ください。（数量回答） 

利用時間帯は、土曜日の小学校１～３年生は「８時」から「１７時」までが最も多く、それ以

外は、土曜日、日曜日・祝日、長期休暇ともに「８時」から「１８時」までが最も多くなってい

ます。 
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問 27-2 問 27で「公立学童保育や民間の学童保育を利用する必要はない」と答えた方に伺いま

す。利用する必要はない理由は何ですか。（MA） 

公立学童保育や民間の学童保育を利用する必要はないと答えた方の理由は、「子どもの母親か

父親がみる」（72.5％）が最も多く、次いで「子どもの祖父母や親せきの人がみる」（33.2％）、

「児童館や公民館、公園などで過ごす」（12.5％）となっています。 
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問 28 宛名のお子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休暇を取得しましたか。

（SA） 

また、取得していない理由をお答えください。（MA） 

育児休業制度の利用状況は、母親は「取得した（取得中である）」（45.7％）が最も多いのに対

して、父親は「取得した（取得中である）」（4.5％）となっています。 

前回調査と比べ、「取得した（取得中である）」が母親は 14.8ポイント増加しています。 

年齢別では、０歳児の保護者が最も多く（55.6％）なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 11 

＜クロス集計＞ 

＜クロス集計＞ 

64



 

育児休業制度を取得しなかった理由は、母親では「子育てや家事に専念するために退職した」

（56.1％）が最も多く、次いで「職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかっ

た）」・「その他」（19.5％）、「職場に育児休暇を取りにくい雰囲気があった」（11.0％）となって

います。 

父親では、「仕事が忙しかった」（34.9％）が最も多く、次いで「配偶者が育児休業制度を利用

した」（32.8％）、「職場に育児休暇を取りにくい雰囲気があった」（32.7％）、「配偶者が無職、祖

父母等の親族に見てもらえるなど、制度を利用する必要がなかった」（29.2％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 28-1 問 28で「取得した（取得中である）」を回答した方に伺います。育児休業取得後、職

場に復帰しましたか。（SA） 

育児休業取得後は、母親は「育児休業取得後、職場に復帰した」（70.4％）が最も多く、次い

で「現在も育児休業中である」（21.0％）、「育児休業後に離職した」（7.4％）となっています。

父親は「育児休業後、職場に復帰した」（95.2％）が大きな割合を占めています。 
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問 29 あなたは、自分にとって子育ては楽しいと感じることが多いと思いますか。それともつ

らいと感じますか。（SA） 

子育てに関する意識は、「楽しいと感じることのほうが多い」（71.4％）が最も多く、次いで「楽

しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい」（23.6％）、「つらいと感じることのほう

が多い」（2.2％）となっています。 

全体の約 7割の方が子育てを楽しいと感じています。 

前回調査と、回答の傾向に大きな変化はありません。 
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問 29-1 問 29 で「楽しいと感じることの方が多い」「楽しいと感じることとつらいと感じるこ

とが同じくらい」「つらいと感じることの方が多い」を回答された方に伺います。子育て

をする中でどのような支援・対策が有効だと思いますか。また、自分にとって子育てのつ

らさを解消するために必要なことは何ですか。（MA） 

子育て環境の支援・対策で有効だと思うことは、「地域における子育て支援の充実」（42.3％）

が最も多く、次いで「仕事と家庭生活の両立」（41.7％）、「保育事業の充実」（39.4％）となって

います。 

前回調査と比べ、回答の傾向に変化はありません。 
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有効だと思う支援・対策は、「楽しいと感じることの方が多い」と回答された方は「地域にお

ける子育て支援の充実」、「保育事業の充実」やや高く評価し、「楽しいと感じることとつらいと

感じることが同じくらい」「つらいと感じることの方が多い」と回答された方は、「仕事と家庭生

活の両立」をやや高く評価しています。 
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問 30 今後、子どもを安心して産み育てられる環境をつくっていくために、下野市に期待する

ことは何ですか。（MA） 

子育て環境をつくっていくために本市に期待することは、「子連れでも出かけやすく、楽しめ

る場所を増やしてほしい」（72.6％）が最も多く、次いで「児童館など、親子が安心して集まれ

る身近な場所、イベントの機会がほしい」（39.1％）、「安心して子どもが医療機関にかかれる体

制を整備してほしい」（38.6％）、「残業時間の短縮や育児休業の取得促進など、企業に対して職

場環境の改善を働きかけてほしい」（33.1％）となっています。 

前回調査と比べ、「残業時間の短縮や育児休業の取得促進など、企業に対して職場環境の改善

を働きかけてほしい」が 5.7ポイント増、「児童館など、親子が安心して集まれる身近な場所、

イベントの機会がほしい」が 4.0ポイントとわずかに増えています。 
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第２章 

 小学生児童調査結果 
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問 1 お子さんの生年月をご記入ください。（数量回答） 

学年は「小学１年生」（19.0％）が最も多く、次いで「小学４年生」（18.8％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 1-1 宛名のお子さんを含めて子どもは何人ですか。また、末子の方の生年月をご記入くださ

い。（数量回答） 

子どもの人数は「２人」（51.4％）が半数を占めており、「３人」（28.6％）、「１人」（13.6％）

となっています。 

末子の年齢は「６歳」（13.6％）が最も多くなっています。 
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問 2 この調査票にご回答いただいている方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えく

ださい。（SA) 

調査回答者は、「母親」（93.5％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 3 この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（SA) 

「配偶者がいる」（91.5％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 4 お子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた

関係でお答えください。（SA) 

主に子育てを行っている方は、「父母ともに」（52.3％）と「主に母親」（45.4％）で大半を占

めています。 

前回調査に比べ、「主に母親」が 3.0ポイント増えています。 
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問 5 お住まいの小学校区はどちらですか。（SA) 

居住している小学校区は、「国分寺小学校」（19.5％）が最も多く、次いで「石橋小学校」（14.8％）、

「古山小学校」（11.6％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校名 通学区域 

薬師寺小学校 

下原、一丁目、二丁目、三丁目、四丁目、五丁目、六丁目、日生団地、成田、

町田上、町田下、谷地賀上、谷地賀下（箕輪地区を除く）、下文狹、東田中、

西田中、地久目喜、仁良川上、仁良川下の各自治会区域 

吉田東小学校 
本吉田北、本吉田南、塚越、磯部、川島、上吉田、三王山、鯉沼、谷地賀下（箕

輪地区に限る）の各自治会区域 

吉田西小学校 絹板、絹板台、台坪山、的場、上坪山、東根、西坪山の各自治会区域 

祇󠄀園小学校 
祇󠄀園町、西区、自治医大職員住宅の各自治会区域、祇󠄀園一丁目から祇󠄀園五丁目

までの区域、医大前一丁目から医大前四丁目までの区域 

緑小学校 緑一丁目から緑六丁目、烏ヶ森一丁目、二丁目、小金井上町（ＪＲ宇都宮線東側） 

石橋小学校 
石橋上町、寿町、石町、旭町、本町、栄町、上大領、中大領、東前原、下大領、

入の谷、下石橋、富士見町、グンゼ、ビレッジハウスの各自治会区域 

古山小学校 下古山、通古山、下長田、石橋上町、第２雇用団地の各自治会区域 

細谷小学校 上台、細谷、橋本の各自治会区域 

石橋北小学校 上古山、上原、若林の各自治会区域 

国分寺小学校 
駅前、仲町、小金井上町（ＪＲ宇都宮線西側）、関根井、小金井北、笹原、箕輪、

川東、泉町、鈴苅町、川北、川南、下町の各自治会区域 

国分寺西小学校 川西、南国分、国分１、国分２、国分３、紫の各自治会区域 

国分寺東小学校 
柴南１、柴南２、柴南３、柴南４、柴南５、柴南６、あづま町、旭ケ丘、日出

町、柴北１、柴北２、柴北３、柴北４、丸野町、駅東の各自治会区域 
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問 6 お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従業者含む）を伺います。（SA) 

「どちらかがパート・アルバイトの共働き」（43.8％）が最も多く、次いで「両親ともにフル

タイムの共働き」（27.1％）、「母親か父親のどちらかは在宅」（18.4％）となっています。 

母親の就労状況は、「パート・アルバイトで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」

（46.2％）が最も多く、次いで「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」

（30.5％）、「以前は就労していたが、現在は就労していない」（18.9％）となっています。前回

調査と比べ、フルタイムの就労が 5.8 ポイント、パート・アルバイトの就労が 4.9 ポイント増

え、母親が就労している割合が増えています。 

父親の就労状況は、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」（89.8％）

が最も多くなっています。前回調査と比べ、回答の傾向に大きな変化はありません。 
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【問 6で「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」「フルタイムで就労

しているが、産休、育休・介護休業中である」「パート・アルバイト等で就労しており、産

休・育休・介護休業中ではない」「パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・

介護休業中である」を回答した方】 

※就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについて回答。 

※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況について回答。 

問 6-1 週当たりの「就労日数」、１日当たりの就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。

（数量回答） 

就労日数は 1週当たり５日が最も多く、母親は 57.2％、父親は 61.4％となっています。次い

で多いのは、母親は１週当たり４日が 16.6％、父親は１週当たり６日が 32.3％となっています。 

就労時間は、母親は１日当たり「８時間」（26.2％）が最も多く、次いで「５時間」（18.2％）、

「４時間」（14.7％）となっています。父親は１日当たり「１０時間以上」（53.7％）が最も多く、

次いで「８時間」（27.3％）、「９時間」（13.7％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

77



 

【問 6で「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」「フルタイムで就労

しているが、産休、育休・介護休業中である」「パート・アルバイト等で就労しており、産

休・育休・介護休業中ではない」「パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・

介護休業中である」を回答した方】 

※就労日数や就労時間が一定でない場合は、もっとも多いパターンについて回答。 

※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況について回答。 

問 6-2 家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。（数量回答） 

家を出る時刻は、母親は「８時台」（53.3％）が最も多く、次いで「９時台」（18.2％）、「７時

台」（17.9％）となっています。父親は「７時台」（47.1％）が最も多く、次いで「８時台」（22.9％）、

「６時台」（13.1％）となっています。 

帰宅時刻は、母親は「１８時台」（23.0％）が最も多く、次いで「１７時台」（14.5％）、「１６

時台」（13.6％）となっています。父親は「２０時台」（21.4％）が最も多く、次いで「１９時台」

（19.8％）、「２２時以降」（17.0％）となっています。 
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【問 6で「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない」「パート・

アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である」を回答した方】 

問 6-3 フルタイムへの転換希望はありますか。（SA） 

母親のパート・アルバイトからフルタイムへの転換希望については、「パート・アルバイト等

の就労を続けることを希望」（58.0％）が最も多くなっています。 

フルタイムへの転換を希望する方は 31.9％いますが、実現できる見込みのある方は 8.2％と

なっています。 

 

① 母親のフルタイムへの転換希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②父親のフルタイムへの転換希望（n=1） 

「パート・アルバイト等就労を続けることを希望」と１名の方が回答されています。 
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【問 6で「以前は就労していたが、現在は就労していない」「これまで就労したことがない」を

回答した方】 

問 6-4 就労したいという希望はありますか。（SA） 

就労していない母親で就労したい方は 63.9％おり、その内訳は「1 年より先」（34.3％）、「す

ぐにでも、もしくは 1年以内に就労したい」（29.6％）となっています。 

 

② 母親の就労希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②父親の就労希望 

（該当者なし） 
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【問 6-4で「1年より先」「すぐにでも、もしくは 1年以内に就労したい」と答えた方】 

希望する就労形態は何ですか。（SA） 

母親の希望する就労形態は「パート・アルバイト」（47.8％）、「フルタイム」（7.2％）となっ

ています。 

① 母親の希望する就労形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 父親の希望する就労形態 

（該当者なし） 

 

 

【問 6-4で「1年より先」と回答した方】 

一番下の子が何歳になったころに就労したいですか。（数量回答） 

母親の１年より先の就労時期となる一番下の子の年齢としては、「６～８歳になったころ」

（32.4％）が最も多く、次いで「１２歳以上になったころ」（21.6％）、「４～５歳になったころ」

「９～１１歳になったころ」（16.2％）となっています。 

①母親の就労時期となる一番下の子の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②父親の就労時期となる一番下の子の年齢 

（該当者なし） 
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問 7 現在、学童保育を利用されていますか。（SA） 

平日の学童保育の利用状況は、「現在は利用していない」（66.5％）が最も多く、次いで「公立

学童保育（放課後児童クラブ）を利用している」（19.0％）、「民間の学童保育を利用している」

（11.4％）となっています。 
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問 8 放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。 

  （MA） 

あてはまる過ごし方を選択し、それぞれ希望する週当たり日数を数字でご記入ください。

また、「公立学童保育（放課後児童クラブ）」の場合には、利用を希望する時間もご記入く

ださい。（あてはまるものすべてに〇。数字は一枠に一字） 

・お子さんが１～３年生の場合は、「①小学校１～３年生」と将来を見越して「②小学校４

～６年生」の両方を記入してください。 

・お子さんが４～６年生の場合は、「②小学校４～６年生」のみ記入してください。 

① 小学校１～３年生 

平日の放課後の過ごさせ方は、小学校１～３年生の間は「自宅」（63.8％）が最も多く、次い

で「習い事（音楽、スポーツ、学習塾等）」（59.1％）、「公立学童保育（放課後児童クラブ）」（51.8％）

となっています。 

小学校４～６年生になった場合は「習い事（音楽、スポーツ、学習塾等）」（52.9％）が最も多

く、次いで「自宅」（52.5％）、「公立学童保育（放課後児童クラブ）」（21.7％）となっています。 
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② 小学校４～６年生 

平日の放課後の過ごさせ方は、「自宅」（75.5％）が最も多く、次いで「習い事（音楽、スポー

ツ、学習塾等）」（63.5％）、「公立学童保育（放課後児童クラブ）」（23.0％）となっています。 
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問 9 お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日や長期の休暇期間中（夏休み・冬休み）に公立

学童保育か民間の学童保育の利用希望はありますか。（（１）～（３）のあてはまるものすべて

に〇） 

・お子さんが１～３年生の場合は、「①１～３年生の間」と将来を見越して「②４～６年生の間」

の両方を記入してください。 

・お子さんが４～６年生の場合は、「②４～６年生の間」のみ記入してください。 

（1）土曜日（MA） 

学童保育の土曜日の利用希望は、小学校１～３年生では「利用する必要はない」（80.4％）が

最も多く、次いで「公立学童保育を利用したい」（10.1％）、「民間の学童保育を利用したい」（1.8％）

となっています。 

小学校４～６年生でも同様に、「利用する必要はない」（75.5％）が最も多くなっています。 
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（2）日曜日・祝日（MA） 

学童保育の日曜・祝日の利用希望は、小学校１～３年生では「利用する必要はない」（81.5％）

が最も多く、次いで「公立学童保育を利用したい」（7.6％）、「民間の学童保育を利用したい」

（1.4％）となっています。 

小学校４～６年生でも同様に、「利用する必要はない」（78.2％）が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

86



 

（3）長期休暇（MA） 

学童保育の長期休暇の利用希望は、小学校１～３年生では「利用する必要はない」（41.3％）

が最も多く、次いで「公立学童保育を利用したい」（39.9％）、「民間の学童保育を利用したい」

（16.7％）となっています。小学校４～６年生でも同様に、「利用する必要はない」（47.5％）が

最も多くなっています。 
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【問 9で「公立学童保育や民間の学童保育を利用したい」と答えた方】 

問 9-1 利用したい時間帯をご記入ください。（数量回答） 

① 土曜日 

土曜日の公立の学童保育や民間の学童保育を利用したい時間帯は、開始時刻では「８時から」

（47.5％）が最も多く、次いで「７時から」（30.5％）、「９時から」（16.9％）となっています。 

終了時刻は「１８時まで」（30.5％）が最も多く、次いで「１９時まで」（25.4％）、「１７時ま

で」（16.9％）となっています。 
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② 日曜・祝日 

日曜・祝日の開始時刻では「８時から」（48.3％）が最も多く、次いで「７時から」（37.9％）、

「９時から」（13.8％）となっています。 

終了時刻は「１８時まで」と「１９時まで」（34.5％）が最も多く、次いで「１５時まで」と

「１７時まで」（10.3％）となっています。 
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③ 長期休暇 

長期休暇の開始時刻では「８時から」（52.1％）が最も多く、次いで「７時から」（25.7％）、

「９時から」（18.9％）となっています。 

終了時刻は「１８時まで」（26.8％）が最も多く、次いで「１７時まで」（25.3％）、「１９時ま

で」（15.8％）となっています。 
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【問 9-2】問 9で「公立学童保育や民間の学童保育を利用する必要はない」と答えた方に伺

います。利用する必要はない理由は何ですか。（MA） 

公立学童保育や民間の学童保育を利用する必要はないと答えた方の理由は、「子どもの母親か

父親がみる」（83.1％）が最も多く、次いで「子どもの祖父母や親戚の人がみる」（42.6％）、「塾

やスポーツクラブなどに通う」（25.6％）となっています。 
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【問 10】下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後、利用し

たいと思うものをお答えください。（SA） 

地域の子育て支援事業で「知っている」ものは「児童館」（83.5％）が最も多く、次いで「公

立学童保育（放課後児童保育）」（82.3％）、「家庭児童相談窓口（こども福祉課）」（67.5％）とな

っています。 

「利用したことがある」ものは、「児童館」（60.6％）が最も多く、次いで「公立学童保育（放

課後児童保育）」（33.6％）、「民間の学童保育」（21.9％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 子育て全般について 

 

４ 

■ 利用経験（利用したことがある「はい」に○） 

■ 認知度（知っている「はい」に○） 
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「今後利用したい」ものは、「児童館」（48.1％）が最も多く、次いで「公立学童保育（放課後

児童保育）」（33.5％）、「家庭教育に関する学級・講座」（28.2％）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

■ 今後の利用希望（今後利用したい「はい」に○） 
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【問 11】あなたは、自分にとって子育ては楽しいと感じることが多いと思いますか。それとも

辛いと感じることが多いですか。（SA） 

子育てに関する意識は、「楽しいと感じることのほうが多い」（68.5％）が最も多く、次いで「楽

しいと感じることとつらいと感じることが同じくらい」（27.3％）、「つらいと感じることのほう

が多い」（1.5％）となっています。 

全体の約 7割の方が子育てを楽しいと感じています。 

前回調査と比べ、回答の傾向は変わりませんが、「楽しいと感じることのほうが多い」が 5.4

ポイント増えています。 
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【問 11-1】問 11で「楽しいと感じることの方が多い」「楽しいと感じることとつらいと感じる

ことが同じくらい」「つらいと感じることの方が多い」を回答された方に伺います。子育

てをする中でどのような支援・対策が有効だと思いますか。また、自分にとって子育ての

つらさを解消するために必要なことは何ですか。（MA（〇は３つまで）） 

子育て環境の支援・対策で有効だと思うことは、「仕事と家庭生活の両立」（48.8％）が最も多

く、次いで「地域における子育て支援の充実」（35.0％）、「子どもの教育環境の充実」（30.3％）

となっています。 

前回調査に比べ、「仕事と家庭生活の両立」が 7.7ポイント増えています。 
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【問 12】今後、子どもを安心して産み育てられる環境をつくっていくために、下野市に期待す

ることは何ですか。（MA） 

子育て環境をつくっていくために本市に期待することは、「子連れでも出かけやすく、楽しめ

る場所を増やしてほしい」（63.8％）が最も多く、次いで「安心して子どもが医療機関にかかれ

る体制を整備してほしい」（45.6％）、「児童館など、親子が安心して集まれる身近な場、イベン

トの機会がほしい」「子育てに困ったときに相談したり、情報を得られる場を作ってほしい」

（34.9％）の順に多くなっています。 
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第３章 

 自由回答 
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【就学前児童保護者・自由記入欄意見】 

回答者数 自由記入欄への記載件数（割合） 記載内容件数 

９４０ ２５４件（２７.０％） ４２４件 

その他を除き、「公園などの遊び場について」の意見数が最も多く４１件、次いで「生

活環境について」３０件、「情報提供について」２３件・「保育園について」２３件・「小

中学校について」２３件となっています。 

「公園などの遊び場について」では、遊べる場所が多くてありがたいという意見と、公

園の数が少ないという両方の意見があり、老朽遊具の改善やトイレの設置・おむつ替えス

ペースの設置など、利便性の向上を求める意見が多くなっています。 

分類項目 該当意見件数 

  １ 経済的支援について ２０  

  ２ 情報提供について ２３  

  ３ 悩み・相談について １８  

  ４ 就労について ７  

  ５ 保育園について ２３  

  ６ 幼稚園について １０  

  ７ 認定こども園について ６  

  ８ 延長保育、休日預かり、一時預かりについて １６  

  ９ 病児・病後児について ６  

 １０ 障害児への支援について ７  

 １１ 学童保育について １８  

 １２ ファミリー・サポート・センターについて ２  

 １３ 小中学校について ２３  

 １４ 子育て支援センターや児童館などの施設について ２１  

 １５ 公園などの遊び場について ４１  

 １６ 生活環境について ３０  

 １７ 医療機関について １７  

 １８ 健診・予防接種等について ２１  

 １９ 医療費助成について １６  

 ２０ 地域のイベント等について １３  

 ２１ リフレッシュ利用券の利用について １６  

 ２２ 子育て全般について １２  

 ２３ 子育て支援施策について ９  

 ２４ その他 ４９  

    合 計 ４２４ 件 
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【小学生児童保護者・自由記入欄意見】 

回答者数 自由記入欄への記載件数（割合） 記載内容件数 

５５３ １９８件（３５.８％） ３１７件 

「生活環境について」の意見数が最も多く４５件、次いで「小中学校について」３９件、

「学童保育について」３２件・「公園や児童館等の遊び場について」３２件となっていま

す。 

「生活環境について」では、通学路への歩道や街灯の整備、通過車両や速度の抑制など

交通安全の向上に関する意見があり、バスなど公共交通の充実に関する意見がありました。 

分類項目 該当意見件数 

  １ 経済的支援について １５  

  ２ 情報提供について ７  

  ３ 悩み・相談について １５  

  ４ 仕事と家庭の両立について ９  

  ５ 保育園について ３  

  ６ 幼稚園について ３  

  ７ 一時預かりについて ２  

  ８ 病児・病後児について ２  

  ９ 障害児への支援について ４  

 １０ 学童保育について ３２  

 １１ ファミリー・サポート・センターについて ５  

 １２ 放課後の過ごし方について ５  

 １３ 小中学校について ３９  

 １４ 公園や児童館等の遊び場について ３２  

 １５ 生活環境について ４５  

 １６ 医療機関について １６  

 １７ 健診・予防接種等について １３  

 １８ 医療費助成について １２  

 １９ 地域のイベントについて １０  

 ２０ 子育て全般について ２０  

 ２１ 子育て支援施策について ４  

 ２２ その他 ２４  

    合 計 ３１７ 件 
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第４章 

 調査結果のとりまとめ 
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１ 子育ての状況（就学前児童保護者：問４・６／小学生児童保護者：問４） 

主に子育てを行っている方は、「父母ともに」が就学前児童保護者・小学生児童保護者ともに

約５割と最も多く、次いで「主に母親」が５割弱を占めています。就学前児童保護者の家庭類型

別では、両親ともにフルタイムでの共働きでは「父母ともに」が 59.8％と回答の半数以上とな

っていますが、38.8％は「主に母親」と回答しています。（９頁参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育てに日常的に関わっている方（施設含む）は、「父母ともに」が 55.5％、「母親」が 35.7％

を占め、「父親」は 3.0％となっています。 

前回調査に比べ、「幼稚園」が 15.4ポイント減り、「認定こども園」が 23.6ポイント増えてい

ます。 
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２ 保護者の就労状況について（就学前児童保護者：問 10／小学生児童保護者：問６） 

母親の就労状況は、就学前児童保護者は「以前は就労していたが、現在は就労していない」

（31.6％）、小学生児童保護者は「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休

業中ではない」（46.2％）が最も多くなっています。 

前回調査と比べて就労割合は、就学前児童保護者で 12.5ポイント、小学生児童保護者で 10.7

ポイント増加しています。 

１日当たりの就労時間は、父親は就学前児童保護者・小学生児童保護者ともに「１０時間以

上」、母親は就学前児童保護者が「８～９時間」、小学生児童保護者が「４～５時間」が最も多い

割合です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労していない母親の今後の就労希望は、就学前児童保護者で 54.0％、小学生児童保護者で

63.9％あり、希望する就労形態は、就学前児童保護者でパート・アルバイト等 48.2％、小学生

児童保護者でパート・アルバイト等 47.8％となっています。（19頁、80・81頁参照） 

就学前児童保護者で、両親ともにフルタイムの共働きでは 38.8％、どちらかパート・アルバ

イトの共働きでは 47.0％が、子育てを主に行っている人は母親と回答しており、父母ともに子

育てに参加している割合が高い一方で、依然として母親が中心的な役割を担っていることがう
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かがえます。（9頁参照） 

前回調査時よりも、就労している母親が増えており、また、就労を希望する母親も多いことか

ら、母親の子育ての負担が父親よりも大きいことが考えられます。そのため、母親だけではなく、

父親の仕事と子育てが両立できる環境づくりを進める必要があります。 

 

３ 教育・保育事業の利用状況について（就学前児童保護者：問 13・14） 

教育・保育事業の利用状況は、「利用している」（70.3％）が最も多く、「利用していない」（27.2％）

を上回っています。前回調査と比べ「利用している」が 2.9ポイント増加しています。 

利用している教育・保育事業は、「認定こども園（１・２・３号認定）」（50.9％）（「１号認定」

（26.1％）・「２・３号認定」（24.8％））が最も多く、次いで「幼稚園」（22.7％）、「保育園」（22.7％）

となっています。（22頁参照）前回調査に比べ、「認定こども園（１・２・３号認定）」（「１号認

定」（42.2％）・「２・３号認定」（38.7％））が 42.6ポイント増加しています。 

また、今後利用したい事業では「認定こども園（１・２・３号認定）」が 80.9％と多い割合に

なっており、認定こども園の需要が高まっています。（30頁参照） 

なお、前回調査後の平成 27年４月から子ども子育て支援新制度が始まり、３つの認定区分（１

号～３号）に応じて、申し込み及び施設の利用が決まるようになりました。 
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４ 保育園探しについて（就学前児童保護者：問 16） 

１年間での保育施設探しの状況は、「探した・探している」は 19.2％となっており、その割合

は０歳が最も多く、子どもの年齢が高くなると割合が減少する傾向にあります。（33頁参照） 

保育施設を探していないと回答した方の探さなかった理由は、「教育施設に入園するつもりだ

から」（35.0％）が多くなっています。（34頁参照） 

就労している母親の増加とともに、保育施設を探している割合も前回調査と比較して増加傾

向にある一方で、探していない方の 35.0％は、「教育施設に入園する予定だから」と回答してい

ることからも「認定こども園」へのニーズの高まりが想定されます。 

 

５ 地域の子育て支援事業の利用状況について（就学前児童保護者：問 17・19） 

地域子育て支援センターの利用状況は、利用していない方が 75.0％で最も高くなっているも

のの、年齢によって利用に差があり、０歳では利用しているとの回答は 42.0％あり、年齢が高

くなると利用が減少していく傾向にあります。（35頁参照） 

就学前児童で利用経験のある事業は、「地域子育て支援センター」、「児童館」、「母親（父親）

学級、両親学級、育児学級」、「育児ママ・パパリフレッシュ利用券」が４割以上となっています。

（38頁参照） 

地域子育て支援センターや市が実施する事業やサービス等については、子どもの年齢や、必要

性の有無などの理由によって利用状況が大きく異なっている状況がうかがえます。そのため、地

域子育て支援センター等、現在市で実施している各種事業やサービス、設置している施設が十分

に利用されるよう、市民のニーズを的確に把握していくとともに、対象を絞った周知啓発が必要

です。 

 

６ 土曜日、日曜日・祝日や長期休暇中の定期的な教育・保育事業の利用 

 （就学前児童保護者：問 20・21） 

定期的な教育・保育事業の利用は、土曜日や日曜日・祝日は希望が少ない（「利用する必要が

ない」が 65％以上）です。（40・42頁参照） 

教育施設を利用している保護者は長期休暇では希望が多く（「利用する必要がない」が 30.2％）、

父母ともに共働きをしている家族で長期休暇中の利用意向が高くなっています。（44頁参照） 

このような市民ニーズを的確に把握し、適切な事業を進める必要があります。 

 

７ 子どもが病気の際の対応について（就学前児童保護者：問 22） 

子どもが病気やケガで普段利用している教育・保育施設が「利用できなかったことがあった」

保護者の方は 45.0％いました。対処方法は「母親が休んだ」（73.4％）が最も多く、次いで「（同

居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」（37.3％）、「父親が休んだ」（27.3％）となっ

ています。母親が休んだ日数は「６～10日」が 22.5％と最も多く、母親の負担が大きい状況で

す。（47頁参照） 

このような市民ニーズを的確に把握し、事業の提供方法や実施について検討する必要があり

ます。 
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８ 不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等について（就学前児童保護者：問 23・25） 

＜不定期の教育・保育事業等の利用＞ 

不定期の教育・保育事業等の利用状況は、「利用していない」（71.2％）が最も多く、次いで「一

時預かり」（13.8％）、「幼稚園の預かり保育」（13.5％）となっています。（49頁参照）年齢別で

は、０～２歳では「一時預かり」の利用割合が多く、３～５歳では「幼稚園の預かり保育」が多

くなっています。家族類型別では、「両親ともにフルタイムの共働き」の家族と「母親か父親の

どちらかは在宅」の家族で、「一時預かり」の利用割合が多くなっています。（50頁参照） 

不定期に事業を利用している人は少ない状況ですが、利用している事業では、子どもが大きく

なると「幼稚園の預かり保育」の利用が多くなっています。このような状況に柔軟に対応できる

仕組みづくりが求められます。 

＜宿泊を伴う一時預かり＞ 

保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気等）により、子どもを泊りがけで家族以外に預

けなければならないことが「あった」は 15.3％、「なかった」は 83.8％となっています。 

「あった」は、年齢別では２歳児の保護者がやや多く（24.2％）、家庭類型別ではひとり親家

庭がやや多く（20.7％）なっています。（54頁参照） 

対処方法は、「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」（84.5％）が最も多く、次いで「仕

方なく子どもを同行させた」（14.1％）、「認可外保育施設、ベビーシッター等を利用した」（2.8％）

となっています。（55頁参照） 

「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」が主な対応方法となっていますが、「仕方なく

子どもを同行させた」が次いでおり、柔軟に対応できる仕組みづくりが求められます。 
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９ 放課後の過ごし方について（就学前児童保護者：問 26／小学生児童保護者：問７・８・９） 

学童保育の利用状況は、「現在は利用していない」（66.5％）が最も高い割合です。前回調査と

比べ「現在は利用していない」が 12.2ポイント減少しています。 

希望する放課後の過ごし方は、小学校１～３年生では「自宅」（63.8％）、「習い事（音楽、ス

ポーツ、学習塾等）」（59.1％）、「公立学童保育（放課後児童クラブ）」（51.8％）の順で高く、小

学校４～６年生でも「自宅」（75.5％）、「習い事（音楽、スポーツ、学習塾等）」（63.5％）、「公

立学童保育（放課後児童クラブ）」（23.0％）の順で高くなっています。「自宅」、「習い事」の割

合は、小学校１～３年生に比べ小学校４～６年生の方が多くなっています。 
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平成３１年度入学予定児（５歳児）の、小学校１～３年生までの希望する放課後の過ごし方は、

「自宅」が 42.5％で最も多く、次いで「公立学童保育（放課後児童クラブ）」が 38.8％となって

います。（57 頁参照）また、４～６年生になった時の希望する放課後の過ごし方は、「自宅」が

40.6％で最も多く、次いで「習い事（音楽、スポーツ、学習塾など）」が 34.4％となっています。

（58頁参照） 

小学生児童の、小学校１～３年生までの希望する放課後の過ごし方は、「自宅」が 63.8％で最

も多く、次いで「習い事（音楽、スポーツ、学習塾など）」が 59.1％で、小学校４～６年生にな

った場合の希望する放課後の過ごし方は、「習い事（音楽、スポーツ、学習塾など）」が 52.9％

で最も多く、次いで「自宅」が 52.5％となっています。（83頁参照） 

小学校４～６年生の希望する放課後の過ごし方は、「自宅」が 75.5％と最も多く、次いで「習

い事（音楽、スポーツ、学習塾など）」が 63.5％となっています。（84頁参照） 

小学生児童の放課後の過ごし方として、学童保育の利用は小学校１～３年生までは利用が多

く、ニーズも高いことがうかがえますが、学年が上がると利用は減っています。 

希望する過ごし方では、自宅や習い事の意向が高く、学童保育の利用意向は学年が上がると減

っていく傾向にあり、現状の利用状況とも一致しています。 

平成３１年度就学予定児（５歳児）の希望する放課後の過ごし方も、おおむね小学生児童と同

様の傾向となっていますが、１～３年生の公立学童保育への利用意向は 38.8％あり、就労を希

望する母親も多いことから、一定のニーズはあると考えられます。（57頁参照） 

また、土曜日、日曜日・祝日は利用意向が少なくなっていますが、長期休暇での利用意向が多

く、ニーズの高さがうかがえます。（61・62頁参照） 

今後も、利用者のニーズに対応しながら事業の提供と拡充に努める必要があります。 
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10 育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について（就学前児童保護者：問 28） 

育児休業制度の利用状況は、母親は「取得した（取得中である）」（45.7％）が最も多いのに対

して、父親は「取得した（取得中である）」（4.5％）となっています。 

前回調査と比べ、「取得した（取得中である）」が母親は 14.8ポイント増加しています。 

年齢別では、０歳児の保護者が最も多く（55.6％）なっています。（64頁参照） 

育児休業制度を取得しなかった理由は、母親では「子育てや家事に専念するために退職した」

（56.1％）が最も多く、次いで「職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかっ

た）」・「その他」（19.5％）、「職場に育児休暇を取りにくい雰囲気があった」（11.0％）となって

います。 

父親では、「仕事が忙しかった」（35.4％）が最も多く、次いで「配偶者が育児休業制度を利用

した」（33.2％）、「職場に育児休暇を取りにくい雰囲気があった」（33.1％）、「配偶者が無職、祖

父母等の親族に見てもらえるなど、制度を利用する必要がなかった」（29.6％）となっています。

（65頁参照） 

女性の育児休業を取得しない割合（働いていなかった割合を含む）が５割を超え、その理由と

して「子育てで家事に専念するために退職した」が最も多くなっていることから、仕事と子育て

や家事の両立に難しさを感じる女性が多くいることがうかがえます。また、男性の育児休業取得

状況が低く、取得しなかった理由として仕事の忙しさや、職場の雰囲気が上げられており、男性

も育児休業を取得しやすい職場づくりや、周知啓発を進めていく必要があります。 

  

110



 

11 子育て全般ついて（就学前児童保護者：問 29／小学生児童保護者：問 11） 

子育てについて、就学前児童保護者及び小学生児童保護者ともに「楽しいと感じることのほう

が多い」が最も多く、就学前児童保護者 71.0％、小学生児童保護者 68.5％となっています。前

回調査と比べて、就学前児童保護者で 1.8 ポイント減少、小学生児童保護者で 5.4 ポイント増

加しています。 

また、必要な子育て支援・対策については、就学前児童保護者では「地域における子育て支援

の充実」が 42.0％・小学生児童保護者では「仕事と家庭生活の両立」が 48.8％と最も多く、次

いで就学前児童保護者では「仕事と家庭生活の両立」が 41.8％・小学生児童保護者では「地域

における子育て支援の充実」が 35.0％となっており、三番目は、就学前児童保護者は「保育事

業の充実」（39.6％）・小学生児童保護者は「子どもの教育環境の充実」（30.3％）となっていま

す。 

家庭・地域・職場全体で子育てしやすい環境づくりを進める必要があります。 
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12 子育て環境をつくっていくために下野市に期待すること 

（就学前児童保護者：問 30／小学生児童保護者：問 12） 

子育てについて、就学前児童保護者・小学生児童保護者ともに「子連れでも出かけやすく、楽

しめる場所を増やしてほしい」が最も高く、就学前児童保護者 72.6％・小学生児童保護者 63.8％

となっています。 

次いで、就学前児童保護者は「児童館など、親子が安心して集まれる身近な場、イベントの機

会がほしい」(39.1％／前回三番目・4.0ポイント増加)・小学生児童保護者は「安心して子ども

が医療機関にかかれる体制を整備してほしい」（45.6％／前回一番目・11.3ポイント減）となっ

ています。 

前回調査と比べて、「子連れでも出かけやすく、楽しめる場所を増やしてほしい」は、就学前

児童保護者で 0.5ポイント減少していますが、小学生児童保護者で 10.3ポイント増加していま

す。また、「安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備してほしい」は、就学前児童保護

者で 8.1ポイント減少、小学生児童保護者で 11.3ポイント減少しています。 
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第５章 

 使用した調査票 

 

  

113



 

 

114



 

１ 就学前児童調査 
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２ 小学生児童調査 
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